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仮置場設置訓練の結果報告
資料３－５

＜目的＞
• 道内の市町村及び一部事務組合（広域連合を含む）及び廃棄物処理関係機関

（民間事業者等）の職員を対象とし、災害時に市町村職員等が迅速な対応が
できるように、仮置場の設置をするとともに、受付や搬入等の役割を入れ替
えながら、仮置場の運営の実地訓練を実施する。

＜参加者（設置訓練）＞
・自治体職員 帯広会場：36名、日高会場：27名

（北海道庁・(総合)振興局、市町村、一部事務組合、広域連合）
・民間事業者 帯広会場： 5名、日高会場： 1名

帯広
会場

日高
会場

＜実施内容＞
• 仮置場設置に係る事前勉強会（WEB）
• 仮置場設置訓練
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○ 開催概要

参加者内容日時会場

41名

事前勉強会（WEB開催）
事後視聴①10月11日（金）10時～12時
事後視聴②10月15日（木）13時～15時

事後視聴時も質疑対応

10月10日（木）
10時～12時

帯広
会場 仮置場設置訓練

午前：レイアウト検討
午後：仮置場の設置

実施訓練
振り返り

10月17日（金）
10時～16時

28名

事前勉強会（WEB開催）
事後視聴①10月24日（木）10時～12時
事後視聴②10月29日（火）13時～15時

事後視聴時も質疑対応

10月22日（火）
10時～12時

日高
会場 仮置場設置訓練

午前：レイアウト検討
午後：仮置場の設置

実施訓練
振り返り

10月31日（木）
10時～16時

※事前勉強会の受講は訓練参加者必須としたが、訓練参加者以外も受講可能とした。
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○ 事前勉強会内容（帯広会場）

●帯広会場 事前勉強：豪雨による水害・土砂災害を想定した内容

1. 災害種別と災害廃棄物の特徴
2. 初動対応の重要性
3. 仮置場の種別とその役割
4. 仮置場の設置について
5. 近年の災害における仮置場での片付けごみの対応例
6. 災害廃棄物の初動対応に関するまとめ

●事前勉強会：事前学習の項目
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○ 実地訓練概要（帯広会場）

●帯広会場
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訓練の感想・気づき 平時に備えておくべきこと

【レイアウト】

・大型ごみは近くの方が下ろしやすいような気がする ・平時からレイアウトを決めておくと開設がスムーズ

・最終的な形だけでなく、序盤、中盤、終盤の形で経過を意識して作成するべ

きと思った

・候補地があるのであれば、地域に合わせたレイア

ウトを想定しておく

・曲がり角で荷下ろしさせない方が安全

【資機材】

・カラーコーンの色が何色かあれば導線などが分かりやすい ・置き場看板の用意

・コーンにかけるバーもあった方が誘導しやすいかも ・被災を考えて、２ヶ所以上に保管しておくべき

【仮置場の設置】

・これは絶対やってはいけないという禁止事項をより知りたくなった ・普段出ないような特別なごみや、事業系ごみを

想定しておく

・⻑期に渡って使える耐久性の⾼いものが必要 ・広くて平らで出入りしやすい場所の選定

・看板は⾞両から⾒やすい向きにセットする

・看板は進⾏⽅向に⾒やすい⽅に向けるのがよい

【受付対応】

・受付時の廃棄物の種類の判断が難しかった ・分別マニュアルや分別の例を理解すること

・混み合うので、どこに何をおろすかは次の係にまかせる ・分別の基準をつくっておく（普段対応しない産

業系は特に）

・注意事項を待っている⾞に配って、説明を省略したい ・⾃治体によって廃棄物の種類が異なるので、種

類毎のリストを用意しておく

・待ち時間に、連絡事項を書いた貼紙を⾒れると良い

【誘導対応】

・次に何を捨てるかわからず、進めるか止めるか悩んだ ・夜間の危険性。受傷事故防止の心がけ

・⼊退場の誘導は、実際には⾞の往来があることに留意すべき ・ハンドサイン（進め・⽌まれ・進⾏⽅向など）を

知っておく

【受入補助対応】

・⾃治体によって分別が違うので、⼤型（⾦属）などの分別ごみにしたら良いと

思った

・廃棄物担当課以外でも、分別の仕方を知って

おくべき

・荷下ろしで⾞に物をぶつけて破損した時の対応を決めておくとよいと思った ・受付の⼈と同じ理解で、分別の説明ができるよ

うにマニュアルが必要

・種類ごとに１人以上必要

【その他】

・トイレがもう少し近いと良い ・外国人に対応できる職員を確認しておく

・追い越しできない⾞幅の場合は、誘導と搬⼊補助は兼務でもいいのではない

か

・実際に処分場で処分をする際には、何種類に

分別するのが良いかの検証はしてもいいかも

・⽴ちっぱなしだと疲れるのでイスがあるとよい

・発災直後、即時対応するためにマニュアルの整備が重要と感じた

○ 実地訓練概要（帯広会場）

●帯広会場

（屋内）レイアウト検討

（屋外）仮置場の設置

（屋外）振り返り

※訓練前に事前勉強会

（屋外）実地訓練

レイアウト検討

振り返り
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○ 事前勉強会内容（日高会場）

●日高会場 事前勉強：津波を伴う地震災害を想定した内容

1. 災害種別と災害廃棄物の特徴
2. 初動対応の重要性
3. 仮置場の種別とその役割
4. 仮置場の設置について
5. 近年の災害における仮置場での片付けごみの対応例
6. 災害廃棄物の初動対応に関するまとめ

●事前勉強会：事前学習の項目（帯広と共通）
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○ 実地訓練概要（日高会場）

●日高会場
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○ 実地訓練概要（日高会場）

●日高会場

（屋内）レイアウト検討

（屋外）仮置場の設置

（屋外）振り返り

※訓練前に事前勉強会

（屋外）実地訓練

レイアウト検討

振り返り
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○実施後アンケート（帯広会場）

Ｑ１．本訓練を通じて、仮置場の設置・運営の流れを理解できましたか。

理解できなかった

十分理解できた

Ｑ２．訓練の前後で、御自身の理解度はどのように変化しましたか。訓練前後
の理解度について数字でご回答ください。

2

16

6

2

9

7

5

5
1

3

4

13

5

訓練後訓練前

理解度20％未満

理解度80％以上

1

2

3

4

5
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○実施後アンケート（日高会場）

Ｑ１．本訓練を通じて、仮置場の設置・運営の流れを理解できましたか。

理解できなかった

十分理解できた

Ｑ２．訓練の前後で、御自身の理解度はどのように変化しましたか。訓練前後
の理解度について数字でご回答ください。

訓練後訓練前

理解度20％未満

理解度80％以上

1

2

3

4

5

2

2
2

3

5

4

3

4

2
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○ 実施後アンケート・意見結果まとめ

●アンケート内容（１）
意見内容項目

 初動対応の重要性や仮置き場の基本的な考え方、実際の事例を
学習。

 災害廃棄物対応の知識や過去の事例からの学習の重要性。
 基本的事項を事前に学習することで、円滑な実地訓練の参加が

可能に。

重要な内容の理解

（1）事前勉強会

 現地の状況を把握する情報が重要、具体例や良い/悪い事例が
理解を助けた。

 連携機関や部署間での情報共有が重要。

情報把握・情報共有の重
要性

 訓練時にレイアウト作成に十分な時間を確保するべき。時間の確保

（2）仮置場レイ
アウトの検討

 可燃物と不燃物の配置や交通の流れを考慮する必要がある、火
災リスク

 廃棄物の種類に応じた配置や、動線の考慮が必要
配置の重要性

 意見を出し合う時間を設けることで、多様な意見を共有できる。
 外回りのレイアウトや他グループのアイデアから学ぶ重要性
 各市町村における最適なレイアウトの知識を共有する必要があ

る

意見交換の重要性

 準備資機材の選定に疑問があり、経験に基づく資材準備が必要資機材の選定基準

（3）実施訓練の
資機材について

 カラーコーンや看板等に対し視認性を高める必要がある。表示や仕切りの重要性

 資機材の保管場所や代用可能な物に関する平常時の準備
 資機材の不足や劣化を事前に確認することが重要。

事前確認の必要性

 多くの職員の参加が重要であり、資機材の扱いへの理解が必要
 トランシーバーなどを用いた意思疎通の重要性。

連携とコミュニケーション
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○ 実施後アンケート・意見結果まとめ

●アンケート内容（２）

意見内容項目

 受付の流れや必要な情報の確認が不十分であった流れの確認

（4）実施訓練の
受付係について

 受け入れのスムーズさが全体の混雑解消に重要。役割分担の明
確化が求められている。

 受け入れのスピード向上のため、複数の受付を設置
スムーズな受け入れ

 搬入物の確認や適切な案内の準備が必要搬入者への案内

 受付係の知識が重要、適切な判断をするための教育が必要廃棄物の判断能力

 誘導係を用意する余裕がないが、必要性が高い。人的資源の不足

（5）実施訓練の
誘導係・受け入
れ補助について

 常に周囲の状況を把握し、的確な誘導を心掛ける必要がある。周囲の把握の重要性

 誘導係と受入補助係の連携が重要であり、役割分担の明確化が
必要

 誘導係が他の係と連携して情報共有することが重要
連携の必要性

 実際の現場での混雑を考慮し、警備誘導の必要性が指摘事故防止のための配慮

 廃棄物の受け入れに関する知識を全員で共有する必要があると
の意見が共通している。

正確な判断の共有

 役割分担を事前に決めておくことで、スムーズな運営が可能役割分担の重要性

（6）振り返り・気
づいたこと

 実際の状況や不測の事態に対して柔軟な対応が必要
災害時の不測の事態へ
の準備

 地域ごとの特性を考慮した訓練の重要性
地域の状況を考慮するこ
と

 ディスカッションを通じて新たな視点を得る。ディスカッションの効果

 訓練を通じて流れや物品の過不足を確認することが重要。実地訓練の重要性



13

○ 実施後アンケート・意見結果まとめ

●アンケート内容（３）

●全体：地域特性に基づくもの、成功・失敗及び経験事例に基づく学習の要望
、意見交換の有効活用が要望

意見内容項目

 訓練の準備が不十分であったとの意見が多く、事務局の役割が
不明瞭であったという指摘

準備不足の指摘

（7）ご意見・ご要
望

 次回の訓練に対する期待や改善点があり、より実践的な内容を
希望する声が多い。

次回の開催希望

 訓練後のフィードバックや評価により、自分の理解度を確認でき
るとの意見。

フィードバックの重要性

 仮置場の配置や分類方法に関する疑問、一定のルールを確認す
る必要があるとの意見

仮置場の分類方法

 災害時にボランティアの活用が必要ではとの疑問。ボランティアの活用

 資料送付に関する改善点が指摘されている。資料送付の工夫


